
17 － 19
18 － 19
16 － 10
10 － 12
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

○ 4 3 1 0 0 4 ○ 4 16 2 5 0 4

5 0 0 0 0 0 ○ 5 14 2 3 2 1

6 0 0 0 0 0 ○ 6 10 0 5 0 3

7 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 ○ 8 0 0 0 0 4

○ 9 19 0 8 3 4 9 11 1 3 2 1

○ 10 3 0 1 1 0 10 0 0 0 0 2

11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0

○ 12 7 1 1 2 3 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0

○ 14 29 6 5 1 0 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 0 ○ 18 9 1 3 0 3

61 8 15 7 60 6 19 4

○はスターター　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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下松工は準々決勝までの勢いそのままにゲーム開始早々から激しいマンツーマンDefを仕掛けてい
く。対する豊浦はオールコートマンツーマンDefでプレッシャーをかけ、ディナイDefで相手の動き
を封じようとする。下松工は持ち前の運動量で豊浦のミスを誘い、ブレイクや早い展開での得点を
重ねていく。豊浦は#14と#9を中心にOffを展開。高さの利を生かしリバウンドで対抗する。17-19。
２Ｑに入り共にDefを頑張り一進一退の攻防が続く。豊浦は#14の３Ｐが高確率で決まめ、下松工は
セットOffを駆使し、お互い一歩も譲らず前半終了。35-38。後半、攻め手を欠く豊浦は#9のミス
マッチをつき、インサイドプレーを中心に攻撃を展開する。下松工は豊富な運動量で逆に相手を苦
しめ、豊浦は#14の１対１でしか攻撃が出来ない。下松工も豊浦の厳しいDefに思うようにボールが
展開できず、苦しい時間帯が続く。３Ｑを終え51-48。最終Ｑ、下松工は#5を中心にセット0ffを試
みる。豊浦は#14の３Ｐ、ドライブで攻撃。４点差は縮まらない。下松工#4の３Ｐがやっと決まるも
残り０．７秒。61-60。ノーシードから一戦一戦力をつけてきた下松工の健闘が光るゲームであっ
た。
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